
  
 
 
 
 
 
 
 
 

注
意 

一 

答
え
は
、
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 

漢
字
は
か
い
書
、
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 

作
文
の
「
題
名
」
を
書
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

四 

本
文
は
、
解
答
用
紙
の
一
行
目
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【
設
問
】 

 

高
校
生
に
な
る
と
様
々
な
面
で
自
主
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
校
入
学
後
、
あ
な
た
は
、
自
主
的
に

ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
か
。
中
学
時
代
の
体
験
を
も
と
に
、
例
を
挙
げ
て
具
体
的
に

答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
従
う
こ
と
。 

  
 

「
条
件
」
①
字
数
は
四
五
〇
字
以
上
五
〇
〇
字
以
内
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

②
原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
い
、
三
つ
か
四
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。 

 
   

   
   

  

下
書
き
用
紙 

 
 

 

こ
の
用
紙
の
白
紙
の
部
分
や
裏
は
、
下
書
き
用
紙
と
し
て
自
由
に
使
い
な
さ
い
。 
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